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 21世紀型スキルと世界の潮流	
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1.1	
 世界の潮流を決定した2つの提言	
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1.2	
 世界の潮流を一般市民まで広めた研究発表	
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２.	
 21世紀型スキルと世界の潮流	
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プログラム 設⽴立立時期 対象年年齢 世界
（2016.6⽉月）

⽇日本
（2015.8⽉月）

初等教育プログラム
（PYP） 1997 3歳～12歳 1,408校 20校

中等教育プログラム
（MYP） 1994 11歳～16歳 1,299校 9校

ディプロマ・プログラム
（DP）

1968 16歳～19歳 3,075校 26校

※キャリア・プログラム
（IBCP）

2012 16歳～19歳 112校 ―

表１　国際バカロレアのプログラム

※キャリア・プログラム（IBC P）：主に就職や専門学校を目指す生徒のため、社会に出て
役立つスキルの習得を目指すプログラム

 

 
2.1	
 世界の潮流を決定した2つの提言	
 

2.1.1	
 OECDが提案したキーコンピテンシー	
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プログラム 2009年年10⽉月 2016年年6⽉月 増加率率率

初等教育プログラム
（PYP） 522 1,408 269.73%

中等教育プログラム
（MYP） 613 1,299 211.90%

ディプロマ・プログラム
（DP）

1,821 3,075 168.86%

合計 2,956 5,782 195.60%

表２　国際バカロレア導入校の増加率
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2.1.2	
 各国のIB導入状況	
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2016年6月現在

国 PYP MYP DP Total
アメリカ 490 593 844 1,651
カナダ 78 162 156 342

エクアドル 9 9 225 225
オーストラリア 103 42 61 162

英国 13 12 116 123
インド 61 20 105 124
メキシコ 53 35 67 105
中国 36 26 83 101

スペイン 11 14 92 94
ドイツ 23 11 68 72
日本 20 9 26 36

表３　各国の国際バカロレア導入校数

※複数のプログラムを導入している学校があるため、合計数は全体
の学校数と一致しない  
 

 
2.1.3	
 最新のIB導入状況	
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2.2	
 IB導入校が世界で増加する理由	
 

2.2.1	
 グローバル化によるIBの導入推進	
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2.2.2	
 高等教育機関におけるIBの評価	
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図１　進学する高等教育機関の種類	
 (2008/2009)  
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表４　米国大学への合格率

大学名
IB生合格率 米国全体合格率

合格率の差

 
 

図２　アイビーリーグへの合格率  
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図３　６年以内に学士を取得する割合  
 

図４　大学入学１年次の最終成績と卒業時の最終成績  
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（平成２８年５月現在）

全学部導入 一部学部導入 導入予定・検討中
検討中

（時期未定）

筑波大学 東京大学 （平成２８年度導入予定） 東京工業大学

京都大学 東京外国語大学 東京芸術大学 名古屋大学

岡山大学 大阪大学 創価大学 千葉大学

玉川大学 鹿児島大学 広島大学 長岡技術科学大学

東洋大学 国際教養大学 長崎大学 九州大学

関西学院大学 国際基督教大学 中京大学 熊本大学

立命館アジア太平洋大学 慶應義塾大学 （平成２９年度導入予定） 芝浦工業大学

順天堂大学 金沢大学 明治大学

立教大学 東北大学 お茶の水女子大学

早稲田大学 京都工芸繊維大学

上智大学 （平成３０年度以降導入予定）

法政大学 北海道大学

横浜市立大学 東京医科歯科大学

大阪市立大学 立命館大学

工学院大学 豊橋技術科学大学

※大阪大学は平成２９年度、上智大学は平成２８年度より全学部で導入予定。

表５　ＩＢ入試（スコアの活用）の実施状況について
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３.	
 IBにおける教員の役割と学習アプローチ	
 

3.1	
 IBにおける教員の役割	
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3.2	
 IBの学習アプローチによるスキル育成	
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４.	
 求められる大学改革	
 

4.1	
 大学入学審査の改革	
 

4.1.1	
 日本における大学入試改革	
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4.1.2	
 米国における大学入試改革	
 

1

 

 
4.2	
 IBから考えるこれからの大学と教員の在り方	
 

4.2.1	
 IBの卒業試験の例	
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図５　国際バカロレア卒業試験問題例（歴史）  
 

図６　国際バカロレア卒業試験問題例（化学）  
 

図７　国際バカロレア卒業試験問題例（TO K）  
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4.2.2	
 大学の意識改革の必要性	
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4.2.3	
 教員の意識改革の必要性	
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